












要約 神経芽細胞腫のマス・スクリーニングの普及により、従来予後不良とされていた本

症が救命されて、その死亡数が減少したかどうかを検討した。厚生省統計情報部に保管さ

れている死亡調査票のうち死亡時 15 歳未満で神経芽細胞腫の発生している可能性のある

部位の悪性新生物による死亡票を選びだし、その診断名が神経芽細胞腫かどうかを確かめ

ることによって正確な症例数を把握した。その結果昭和 63 年 1 月 1 日より同 12 月 31 日

にいたる 1年間に 98例(10 万対 0.41)の症例を把握することが出来た。この死亡率は前年

までに塙が調査した結果とほぼ同様な近年の減少傾向を示しており、神経芽細胞腫による

わが国小児の死亡率の減少はほぼ定着したように見える。ただしその原因ははたしてマ

ス・スクリーニングの普及によるものかどうかさらに検討の必要がある。

また小児がん全国登録委員会の発表された資料によると神経芽細胞腫の登録例はマス・ス

クリーニングの普及の前後で不変であるが年齢構成では 0歳例(特に 6～11 ケ月)の占める

割合が増加し 1～4 歳例の占める割合が減少してる傾向が伺われた。マス・スクリーニン

グによる早期発見のため年長児例の相対的減少がうかがえる。


